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先
以
恩
師
佐
藤
先
生
か
ら
其
の
近
著
「
世
界
農
業
史
縦
」
を
一
部
恵

問
せ
ら
る
、
の
光
祭
を
受
け
た
。
本
書
は
菊
列
五
百

.R
に
一
斗
る
堂
々
た

る
大
品
川
で
あ
る
。
そ
の
内
務
は
緒
論
と
本
論
六
日
嗣
及
び
索
引
よ
り
成
る
。

先
づ
緒
論
に
於
て
は
農
業
前
代
の
磯
業
及
び
共
の
準
化
の
径
路
と
古
代

岡
氏
の
農
業
と
を
説
き
、
次
い
で
本
論
に
入
り
、
第
一
一
制
に
於
て
日
本

段
業
史
を
論
じ
、
順
次
総
を
迅
ふ
て
支
那
、
濁
逸
、
英
士
口
利
、
偽
蘭
凶

湿
米
利
加
諸
岡
の
民
業
史
に
及
び
、
巻
末
に
地
名
及
人
名
の
索
引
を
附

し
で
あ
る
。

A
，
本
書
を
熟
読
す
る
に
佐
藤
先
生
の
史
阪
の
非
凡
な
る
こ
と
は
随
所

に
こ
れ
を
溌
見
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
殊
に
支
那
古
来
の
一
般
的
制
度

文
物
に
筆
を
起
し
て
井
岡
其
他

ω
農
業
制
皮
の
史
的
廃
遜
に
及
ぶ
あ
た

り
、
流
石
は
漢
籍
に
造
詣
の
頗
る
深
い
佐
藤
先
生
の
濁
檀
揚
た
る
こ
と

を
深
〈
思
は
し
め
る
。
北
支
の
資
源
開
溌
問
題
が
世
間
の
視
諒
を
集
め

る
今
日
、
支
那
農
業
の
山
古
却
を
ば
本
舎
に
依
り
て
研
究
す
る
こ
と
が
出

幸司

介

介業

史

ぺ
九
一
川
」
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来
る
の
は
非
常
に
時
鋭
を
符
た
も
の
で
あ
ら
う
。
比
γ

他
英
国
に
於
け
る

エ
ン
グ
ロ

1
ジ
ユ
ア

土
地
図
込
事
業
の
沿
草
や
利
弊
に
闘
し
透
徹
せ
る
諭
越
を
活
め
て
居
ら

れ
る
。
又
偽
米
諸
闘
の
佳
史
を
越
ぶ
る
場
合
に
は
時
々
農
業
地
理
的
方

商
に
も
鰯
れ
て
佳
史
の
沌
解
を
一
一
段
符
易
な
ら
し
め
る
。

米
国
農
業
史
の
中
で
は
、
土
地
制
度
の
努
還
は
共
の
中
心
を
占
め
る

も
の
で
あ
る
。
佐
藤
先
生
は
此
の
問
題
に
闘
し
回
一
2
0
q
o士
宮
同
自
円
四

cgaHOロ
山
口
己

z

d
三件。門戸市町三
Z
と
い
ふ
名
著
を
今
よ
り
五
十
年
前

米
凶
の
ジ
ョ
ン
ス
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
般
か
ら
出
版
さ
れ
た
が
、
此
の
ま
同

は
斯
界
の
研
究
に
礎
石
を
抑
制
ゑ
た
所
の
劉
期
的
文
献
と
し
で
海
外
に
於

て
今
仰
ほ
名
勝
股
寸
た
る
も
の
が
あ
る
。
ん
，

M
の
市
計
占
青
山
中
米
同
位
業

史
の
項
で
は
、
土
地
制
皮
の
問
題
に
封
し
餓
り
多
く
の
紙
而
を
奥
へ
て

無
い
。
併
し
そ
れ
で
も
兆
の
簡
潔
な
る
詑
池
内
山
中
に
先
生
の
泌
蓄
を
充

分
に
窺
ふ
こ
と
が
出
来
る
。

陀
制
作
各
凶
の
佳
史
を
制
緩
せ
る
著
述
は
、
遺
憾
な
が
ら
今
日
ま
で
誠

ブL
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ft-

に
乏
し
い
r
o

十
年
前
グ
ラ
ス
の
欧
米
陸
業
史
が
出
で
、
邦
諜
も
近
頃
現

は
れ
た
ゃ
う
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
束
誌
の
皮
史
を
絞
き
、
一
台
等
邦

人
の
研
究
に
は
不
満
足
な
所
が
陥
る
多
い
。
然
る
に
卒
ひ
な
る
哉
、
柴

山
介
の
符
望
久
し
か
っ
た
完
全
な
る
世
界
農
業
史
が
設
に
佐
藤
和
問
繭
男

爵
の
砂
な
か
ら
ぬ
努
力
に
依
っ
て
完
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
誠
に
新
外

の
銭
め
慶
賀
の
至
り
に
椛
へ
ぬ
。
品
甘
頭
の
一
一
一
一
一
向
棄
に
随
へ
ば
、
本
警
は
佐

藤
先
生
の
札
幌
鹿
町
学
校
時
代
よ
り
北
大
に
至
る
、
氷
き
在
職
中
に
於
け
る

講
義
が
根
本
と
な
り
令
息
約
町
民
が
之
れ
を
整
却
し
新
粧
な
凝
し
て
世

に
現
は
れ
た
も
の
で
、
欧
米
民
史
の
認
識
は
大
戦
前
に
迄
及
ん
で
居

る
。
史
料
の
精
選
と
内
{
符
の
充
伐
と
は
私
か
ら
改
め
て
説
明
す
る
迄
も

回
遊
勝
正
著

九

な
い
。
廷
に
そ
の
文
章
に
至
て
は
朗
今
一
抑
す
べ
き
の
美
僻
麗
勾
を
以
て

満
た
さ
れ
、
錦
上
更
に
花
を
添
え
る
の
視
が
あ
る
。
議
し
近
来
の
名
著

た
る
を
失
は
ぬ
。

静
か
に
本
書
を
讃
み
行
く
時
、
科
は
二
十
徐
年
前
佐
藤
先
生
の
段
史

の
謀
議
を
聴
き
、
そ
の
名
議
議
に
陶
酔
せ
る
砕
同
時
の
こ
と
を
恕
ひ
浮
べ

向
に
ん
す
北
日
の
感
に
椴
へ
ぬ
。
故
に
柳
か
議
後
の
所
感
を
漣
べ
て
恩
師
の

名
著
を
腔
に
紹
介
し
、
併
せ
て
先
生
の
盆
身
御
健
在
に
し
て
、
永
く
肌
十

回
介
の
指
導
者
た
ら
む
こ
と
を
念
願
し
て
止
ま
ぬ
次
第
で
あ
る
。
妄
一
説
多

謝
。
門
西
ケ
原
刊
行
合
後
行
、
菊
列
五
百
品
開
一
只
定
償
金
五
側
、
法
料

一
二
三
銭
)

「
戦
後
欧
洲
に
於
け
る
土
地
改
革
史
論
」

陀
界
大
肢
を
契
機
と
す
る
欣
洲
に
於
け
る
「
資
本
主
義
必
正
運
動
」

は
、
良
地
に
闘
す
る
限
り
、
従
来
の
土
地
制
度
に
到
す
る
稀
々
な
改
革

と
な
っ
て
あ
ら
は
れ
た
。
そ
の
中
に
あ
づ
て
西
欧
の
強
凶
に
よ
り
世
界

革
命
運
動
を
防
止
す
る
伐
に
建
設
せ
ら
れ
た
と
税
せ
ら
る
と
来
欧
諸
凶

内
「
私
有
制
土
地
改
革
は
そ
の
改
本
の
秘
め
て
果
断
、
急
準
的
な
る
性

質
」
に
於
て
、
「
私
有
制
」
を
前
提
と
し
て
而
も
「
従
来
の
土
地
所
有
制
刷
、

皮
か
ら
来
る
弊
容
を
可
及
的
に
除
去
」
せ
ん
と
会
闘
し
た
黙
に
於
て
、

ー

l
 
''SF 
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琢

、

、

、

、

自
余
の
改
革
に
お
比
し
て
、
特
殊
の
興
味
を
奥
へ

T

ゐ
る
様
で
あ
る
。

農
林
省
小
作
官
凶
泌
勝
正
氏
の
大
著
「
戦
後
欧
洲
に
於
け
る
土
地
改

革
史
論
」
は
、
米
欧
諸
凶
に
於
け
る
か
ふ
る
胤
円
以
あ
る
「
私
有
制
土
地

改
本
」
内
原
凶
、
内
情
什
、
結
果
に
つ
い
て
の
詳
納
な
る
挺
史
的
研
究
で

あ
る
。
以
下
本
書
の
簡
単
な
る
ね
介
を
試
み
る
。

土
地
私
有
制
度
内
下
に
於
け
る
民
地
内
集
中
に
よ
る
大
土
地
所
有
の


